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た（3週目：固定群 -1.2％、Sham群 -2.5％、Control群 -6.1％）、また、固定群
では存命日数が有意に延長した。（固定群 64.5 ± 13.5日、Sham群 50.3 ± 11.6
日、Control群 38.2 ± 4.9日）また、骨破壊を反映して Sham群、Control群では
約 10％の血中カルシウム、クレアチニン値の上昇が認められたが、固定群では上昇
しなかった。 
【結論】 
今回のモデルは癌移植と内固定を同時に施行しており、厳密な癌転移モデルではない
点に注意する必要があるが、癌転移巣を有する長管骨への予防的な内固定により骨破
壊の進行が抑制され、生命予後が延長する可能性が示唆された。生命予後延長の機序
に関しては不明であり、今後は発育の遅い癌腫を用いた検討も必要と考えられた。 
 
 
